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図 3:横軸をスピンとサイトのエネルギースケールの比にとって､縦軸を温度にしたときの相図｡両
者のエネルギースケールが一致する当たりにRbCoBr3があるのだと考えられる｡
構造のエネルギーの方が大きい通常型のABX3の場合には､高温で構造がパラからFerriに一回相
転移する｡この時､スピンがサイトのフラストレーションを部分的に緩和する事によって中間相を消
している｡よって､構造の転移は一回である｡温度が下がるとスピンの相転移が起こるが､サイトは
既にFerriなのでスピンはPDになる｡更に低温では次近接相互作用の影響でFerriに転移する｡構
造のエネルギーよりもスピンのエネルギーの方が大きいと､上記のスピンとサイトの立場が全く逆転
した相転移が起こる｡そして､両者のエネルギースケールが一致する場合には､お互いがお互いのフ
ラストレーションを緩和しあって､両者とも中間相を経ずに一発で低温のFerri相へと転移する｡
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